


第30回記 念 定 期 演 奏 会

昭和 55年 12月 21日 (日)

神 戸 文 化 ホ ー ル (大)

神 戸 大 学 交 響 楽 団
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プ ロ グ ラ ム

交響詩 「わが祖国」より 「モルダウ」……………ス メ タ ナ

指 揮  小  畑  佳  正

…́二́ …Ⅲ休 憩 ″…ハ…Ⅲ.

交響曲 第 9番 二短調 作品125「合唱つき」……・ベートーヴェン

指 揮   岡  田    司

独  口昌   ソプラノ 永  井  和  子

アル ト 桂   斗伎子

テノール 田 原 祥一郎

バリトン 三 室   尭

合  唱 神 戸 大 学 混 声 合 唱 団 ア ポ ロ ン

神 戸 大 学 グ リ ー ク ラ ブ

神 戸 女 子 薬 科 大 学 コ ー ラ ス 部

親 和 女 子 大 学 コ ー ラ ス 部

神戸海星女子学院大学 グ リークラブ

他

櫻 井 武 雄合唱指揮

安全 な運転技術 、それがカーライフの第一歩.4′

カ ームス山自動車学院

■元町申込所

■新 長 田 申込所 口名谷 申込所 入学毎土曜日

L(751)1221(イ t)

一輸
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プ ロ フ ィー ル

指 揮 者 岡 田 司

1953年、大阪に生まれる。

神戸大学経営学部卒。指揮法を、故 ・斎藤秀雄、山田一雄、フルートを林 リリ子の
各氏に師事する。

広島交響楽団、NHK大 阪放送合唱団、アルフィーネ室内合奏団、アンサンブル=

モーッァルティアーナ他、数多くの団体と共演している。
79年夏には渡米して研鑽を積み、帰国後は東京及び関西の二期会オペラ公演でも副
指揮を務めており、本年12月の関酉二期会の室内オペラ公演にはォペラ指揮者とし
て初登場した。

指揮者 小 畑 佳 正

兵i::[;]言:[営:賞ξ:lil〔][ilり
上ソ221:警蒼已ξボゝ憲鳥

メ2121[藻亀ζF境贄急拿贅翌高8ξ:じIFT賞堅ネ勢をFの
就職も大手電気

に』:等應島鼻畠涼塚換』電飢髯こ品婁繰よ:gi蒼雪軍92;『
演奏会は、氏

コンサートマスター 強 力 真 ―

ぃ乗暑粂退翁:彗 鼻軍:316』 :lik彎 督F滉 曇″38鯨 ふ芳Ftiぁ [6月 精
ます。しかし、2ndパ_ト リーダー時代に養われた忍耐力と責任感でもってそれを
はねのけ、コンマスの任務を果たす一方、合宿中にも大好きなお酒を我慢して勉強
するという努力によって、競争率の高い大学院に見事合格したのでありました。氏のバイォリン演奏は、あくまでも楽譜に忠実であり、あまり派手なところはな
常た具1を言

'2香

指〕筆練詈壼9E畠鬼綺よ写:ゞ
あります。非常に練胃熱心で、

ろ1:ゝ「縁ば子系「&|:進λギふ

`t後

冒::(ユ1お,1テ1:写須省1:樽ι霧∴[思います。
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ソプラノ 永 井 和 子

大阪音楽大学を卒業後、関西歌劇団に入団。以来 「ドン・ジョバンニ」 「魔笛」 「フ

ィガロの結婚」 「椿姫」 「お蝶夫人」や 「トロバトーレ」 「アイーダ」 「運命の力」 「

ドン・カルロ」等にプリマ・ドンナとして主演する。その間、リサイタルを開催する他、

オラトリオ、第九のソリストとして大阪フィルとの共演も多い。

現在、大阪音楽大学教授。

ア ル ト 桂    斗 伎 子          '

昭和20年、東京芸術大学卒業。昭和31年のリサイタルの成果で、大阪市民文化祭賞受

賞。今迄に9回のリサイタルを開く。数多くのオペラに出演。 「カルメン」のカルメン、

「アイーダ」のアムネリス、 「トロバ トーレ」のアズツェーナ、 「マダムoパタフライ

」のスズキ等で活躍し、昭和48年大阪府民劇場奨励賞を受賞。大阪フィルのベートーヴ

ェン 「第9交響曲」のソリストとしての出演も多く、大阪フィル第 100回定期マーラー

「10∞人の交響曲」 (レコード既発売)の ソリストなど、オーケストラとの共演に活躍

し、又、ストラビンスキー、シェーンベルク、ウェーベルン、パル トーク等の曲で 「現

代音楽祭」にも度々出演している。現在、大阪音楽大学教授、関西歌劇団理事。

テノール 田 原 祥―郎

東京芸術大学音楽学部声楽科卒業。同大学院オペラ科修了。第35回毎日音楽コンクー

ル第 2位。同海外派遣特別審査会第 1位。昭和43年よリイタリア・ミラノに留学。声楽

国際コンクールに於て、ヴィオッティ金賞、ロニーゴ第2位 、メラーノ第 1位、エンナ

第 1位 、パルセロナ第 2位 を受賞。

昭和46年帰国後、オペラでは 「魔笛」 「マルタ」 「ラボエーム」 「カバレリア・ルス

ティカーナ」 「コシファントゥッテ」等に出演。その他数多くの演奏会に出演。 「メサ

イア」 「第九」のソリストとしても活躍。

現在、大阪音楽大学教授、二期会会員。

バリトン 三 室 売

昭和31年兵庫県立神戸高校卒。昭和36年大阪音楽大学音楽学部声楽科卒。関西歌劇団
入団。その秋 「フィガロの結婚」のフィガロでデビュー。それ以後「ドン・ジョバンニ」
のレポレロ、 「魔笛」のパパゲーノ、 「カバレリア・ルスティカーナ」のアルフィオ、
「お蝶夫人」のシャープレス、「アイーダ」のアモナスロ、「コシファントゥッテ」のグ
リエルモ、 「トロバ トーレ」のルーナ伯爵、 「運命の力」の ドン・カルロ、 「ポセイド
ン仮面祭」の警察長官、 「ドン・カルロ」のロドリーゴ、 「椿姫」のジェルモン、 「パ

リアッチ」のシルヴィオ、 「トスカ」のスカルピア、 「ポエーム」のマルチェロ等に出
演。又ベートーヴェンの 「第九交響曲」、 「荘厳 ミサ」、ヘンデルの 「メサイア」、ド
ヴォルザークの 「スタバート・マーテル」、ハイドンの 「天地創造」、 「ネルソン・ミ
サ」、プルックナーの 「ミサ」その他のソリストとして出演。大阪音楽大学在学中、横
井輝男氏、山本徹氏に師事。卒業後内本実氏に師事、現在に至る。
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